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オルガチックスの 
シリコーンシーラント用触媒への応用 
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オルガチックスは、当社が開発した有機金属化合物の商標です。オルガチックスは、多くの化学

反応に対して有効な触媒として知られています。特にケイ素系化合物には有効で、Si-OR・Si-OH 基

への縮合反応用触媒として、はば広い業界で使用されております。 
 
 
1．特長 

○高い触媒活性 
○高い安全性 
○最終製品への影響が小さい（反応後、触媒は失活） 

 
 
2．期待される用途 

○シーラント用硬化触媒 

  →RTV 一液型シリコーンシーラント（脱アルコールタイプ） 
  →RTV 二液型シリコーンシーラント（脱アルコールタイプ） 
  →変成シリコーンシーラント 
 
 
3．推奨グレード一覧 

  
 

                                               
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
Revised date: May 13th, 2026 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

TC-120

TA-21

ZC-200

TC-750

TA-80

タックフリータイム（min）

TA-80       TC-750 

4． シリコーンシーラントに対する触媒性能 
 

4-1.シリコーンポリマー＋架橋剤＋触媒の場合（想定: 1 液型 RTV シリコーンシーラント） 
 

＜反応モデル図＞ 
   

  
 
 
 
 

 

 

＜硬化性能比較（製品別）＞                               ＜硬化後の樹脂外観（製品別）＞ 
  

  
  

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 

＜推奨製品＞ 
汎用タイプ→ オルガチックス TC-750 

硬化速度・外観重視→ オルガチックス TA-80 
 

＜テスト条件＞ 

○硬化性能比較時の配合 

使用原料 配合重量比 

シリコーンポリマー 両末端水酸基含有ジメチルポリシロキサン     100 

架橋剤 ビニルトリメトキシシラン 4 

触媒 オルガチックス 2 

※自転・公転ミキサで 15sec 混合 

 

○タックフリータイム試験方法 

1) 上記表の通り配合し、密閉した容器内で 40℃×1日保管する 

2) 気温 23±5℃、湿度 50±10%RH の環境下で、配合容器の蓋を開けて放置する 

3) 一定時間毎に液の表面を爪楊枝の先で触れ、爪楊枝先端に付着しなくなった時間を 

タックフリータイムと判定する。 

 
 

気温： 23±5℃  

湿度： 50±10%RH 

ZC-200    TA-21    TC-120 
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4-2.シリコーンポリマー＋架橋剤＋密着性向上剤＋老化防止剤＋触媒の場合 
（想定: 2 液型 RTV シリコーンシーラント、1液型変成シリコーンシーラント） 

 
＜反応モデル図＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜硬化性能比較（製品別）＞                               ＜硬化後の樹脂外観（製品別）＞ 
 

 
 ※DBTDL=ジブチル錫ジラウレート 

 
 

＜推奨製品＞ 
外観・硬化速度重視→ オルガチックス ZC-200 
価格・硬化速度重視→ オルガチックス TC-120 
 

＜テスト条件＞ 

○硬化性能比較時の配合 

使用原料 配合重量比 

シリコーンポリマー 両末端水酸基含有ジメチルポリシロキサン 100 

老化防止剤 2-(2-ヒドロキシ-5-t-ブチルフェニル)ベンゾトリアゾール 1 

架橋剤 ビニルトリメトキシシラン 2 

密着向上剤 γ－アミノエチルアミノプロピルトリメトキシシラン 2 

触媒 オルガチックス 2 

※自転・公転ミキサで 15sec 混合 
 

○タックフリータイム試験方法 

前ページと同様 
 

気温： 23±5℃  

湿度： 50±10%RH 

DBTDL    ZC-200    TC-120 

TC-750     TA-80     TA-21 
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4-3. シーラント硬化触媒としての注意点 
○推奨添加量について 
オルガチックスの推奨添加量は、シリコーンポリマーに対して、1～3wt%です。 

 
○触媒の失活 

オルガチックスは、水分により加水分解し、失活します。失活した触媒の使用は、シーラントの硬化不良

の原因になります。そのため、使用する添加剤（充填剤など）は出来るだけ脱水処理品を使用し、系中の

水分を低減すると、シーラントの製品寿命（シェルフライフ）を伸ばすことが期待出来ます。 

 

○脱オキシム型への利用 

脱オキシム型シリコーンとオルガチックスを組み合わせた場合、遊離オキシムとオルガチックスが反応し、

触媒の失活や着色の原因になります。原則、脱アルコール型への使用を推奨します。 

 

○付加型シリコーンへの利用 

オルガチックスには、付加反応に対する触媒活性はありません。縮合反応への使用を推奨します。 

しかし、付加反応における触媒毒にはならず、付加型シリコーンへの密着性向上剤としての効果は期待

出来ます。 

 

○疑似架橋について 

一部のオルガチックスには、シリコーンポリマーへの添加直後から急激に増粘し、一日程度放置すると

減粘する現象が見られます。これは疑似架橋と呼ばれ、主に末端 OH 基のシリコーンポリマーへの添加

によく見られる現象です。疑似架橋を防ぐには、末端 OR 基のポリマーを使用することや、オルガチックス

の種類を限定(推奨： ZC-200、TC-120)すると効果が期待出来ます。 
 
 
 
5．オルガチックスの使用上の注意 

一部の商品は、腐食性や引火性を示す事がございますので、ご使用の前には必ず SDS をお読み下

さい。 
 
 
最後に、本資料に記載された内容は、現時点で入手できたデータに基づく情報提供を目的としたもの 

でありいかなる記載内容も保証するものではございません 
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